

































とも、ボードレールの情熱は一八五〇年代に入ると急速に冷める。彼は内的日記 『赤裸の心』 （遺稿） の中で次のように述べている。 「一八四八年における私の陶酔。この陶酔はどのような性質のものだったか。復讐への愛好。破壊すること 自然な悦び。文学的陶酔、 読書の思い出。［……］一八四八年が魅力的だったのは、まさしく愚かさの過剰の故に他ならない」
1。この後、ボードレールは一八五五年に詩十篇を発




机に向かって熱心 本を読むボードレールの姿が描かれてい 。文学者にふさわしい設定ではあるが、画中の詩人の姿を見 違和感を覚える人は少なくないだろう。ボードレー の顔立ちが妙におとなしく、放蕩詩 の表情も、彼が愛好したダンディスム 要素も感じ れないのである。 また二月革命の叛徒に加わった熱情からもほど遠い。 なぜ、クールベはこのようなボードレール像を描い のだろうか。この作品における詩人の姿が七年後の《画家のアトリエ》に転用されたことはよく知られている。後者（画面右端）では、詩人は椅子ではなく机
腰掛けているが、 ポーズはほぼ同じである。 《画家のアトリエ》は「私のアトリエの内部、私の芸術的生涯の七年にわたる一時期を確定する現実的寓意」という副題をもつ作品であり、画中の詩人の姿は、新しい時代の 「文学者」 や 「知識人」 の寓意となってい とはいえ 《ボードレールの肖像》を制作する時点で、七年後の大作を視野に入れてたとは考えにくい。肖像画に見られる疑問の答えを におけ 寓意に求めるのは無理だろう。次に、この作品について 、 「風景」と題されたボードレールの詩（一八六一年刊行の『悪の華』第二版 収録）との関連も注目される。
「革命騒ぎ」も、私の窓ガラスにむなしく荒れ狂うばかり、私の額を机から挙げさせることはできない、なぜなら、私の意志によって「春」を呼び起こすこと、心の中からひとつ 太陽を引き出す 、そして、燃え上がる思想によって熱を帯びた情趣を創り出すことこの悦楽の中に、私はい までも浸っていたいのだから。
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い。また、ナダールが撮影した肖像写真も複数あり、マネはこのうちの一点（一八六二年）をもとに肖像版画（一八六五年）を制作している。ここで、ドロワが描いた肖像画とクールベ作品を較べると、後者の特徴が際立つ 前者の五 後に描かれたものでありながら、後者ボードレールはおとなしいというより、どこか幼く感じられるのである。ク ルベは、革命騒ぎを離れて本を読みふける詩人に何を見出していたのだろうか。ボードレールの肖像の中 寄宿学校時代の肖像写真（一八三四年頃
　
図４）が残されている。十三歳頃のもので、顔
立ちからは育ち 良さとともに、繊細さと利発さが窺われる。クールベが描いたボードレール像に近いものを探す すると、この少年期の写真が挙げられるように思われる。とはいえ クールベが肖像画制作に際して写真を手がかりにしたとは考えにく 。画家は一人で読書に熱中するボードレールを前にして、そこ 少年を喚起させる資質を見出したのではないだろうか。この資質は多面的な であり、 『赤裸の心』には「幼年期からすでに私の中 あった〈孤独〉 感情」
4と
書き遺されている。そして母親に手紙を書き続け（生活費を支給される身分となってからは、経済的な理由もあっただろうが） 、恋人に宛てた書簡に「わが守護天使 わが〈詩神〉 、わが〈聖母〉 」
5と呼びか
ける。あ いは詩人は美術批評におい は、 「想像力がもつ回顧す力を働かせて、私たちの最も幼かった頃の、最も早朝 印象へと遡ろ
うではないか」と記し、 「天才とは、 意のままに〈取り戻された幼年期〉に他ならない」




に描かれるモチーフには本来、構図上の価値に差があり、肖像画の場合は像主であ 人物、とりわけ顔が重要となる。ところが、 《ボードレールの肖像》では、むしろ周囲のモチーフの方に稠密な描写が見られる。もちろん、詩人が読 本、机やその上の紙ばさみや書物、羽根ペンといったモチーフは、像主が文学者であるこ を示す持ち物（広義のアトリビュ ト）ではあるだろう（当時の母宛の手 に 鉄ペンのなぐり書きを詫びる言葉が認められ
7、最も目立つ羽根ペンは象徴
的な意味合いが強い） 。しかしクールベの肖像画で 、 これらのモチーフが像主に従属するのではなく、詩人の顔の部分よりも絵画的レアリテを強め、重要さが逆転しているといわなけ ばならない。阿部良雄氏はこの点について、クールベが《オ ナンの埋葬》で主題が つ階層秩序を侵犯したのと同様の意図を指摘しており
8、示唆に富む。た
だ、アトリビュートであるはず モチーフと、幼さを宿した に見られる描写の対比（む ろ逆転）は、さらに両者の関係、羽根ペンなどの事物を通してなされる創作という営為の内奧を思い起こさせる。
先に触れたように、一八五〇年代に入ると、ボードレールの政治




たと推定される遺稿） 。ボードレールとクールベの生い立ちを考えると、両者の資質にはもともと隔たりがあったことは否めな 。ボードレールは一八六二年 、クールベの位置を次のように要約している。「ようするに、フランス画壇の愚かな状況のすべてを考えれば、クールベの絵が現れてすぐに大層な人気を集めたことは納得できる。こ反発は、反発というものの例にたがわず、鳴り物入りの大騒ぎでなされたが、間違いなく必要なも だっ 。クール が、単純さや率直さに対する好みと 絵画に対する無私で絶対的な愛の復興に少なからず貢献したことは 認めなければならない」
10。文中の「鳴り物入りの




































ボードレールのこうした批判は一貫している。 して章の終わり近くの段落で、ブ ダンに言及する。少し長くなるが まず、段落全体を見てみよう。
まさしく、今や想像力は風景画から逃げ去っている。いつも





ルドン祭》を出品している――の家で、海と空を前にし 即興的に描かれた数百点に及ぶパステル 習作を見たと たら、これまで理解で ないよう 思えた と、すなわち、習作と完成
作品を分かつ違いをはっきりと理解しただろう。 ブーダン氏は、自己の芸術に対する熱心さを自慢してもよさそうなものだが、この興味深い作品群を見せる際に わめ 謙虚だった。彼は、それらはすべて己の意志によって呼び戻された詩的印象に基づいて、完成作に高めるべきであることをよく知っている。これらの心覚えを完成作品とする思い上がりは、 全然もっていない。彼は当然、後に の中に、それらの大気 水の驚くべき魔術を展開して見せてくれる 違いない。色彩も形態も、最 不安定で、最も捉えがたいも に基づ て、つまり波と雲 基づいて、素早く、忠実に描きとめられたこれらの習作には、いずれも、必ず端の方に、日付と時刻と風向きとが書き込 れてある。たとえば 「一〇月八日 正午、北西 風」と う具合に。もしあな が他日 こうした気象学的な美の世界を知 機会を得たなら、あなたは自分の記憶 よって、ブーダン氏の観察がいかに正確なものであるかを確かめることができるだろう。それは説明文を手で隠しても、季節と時刻、風向きを推定できるほどだ。私は何も誇張しているのではない。私は見たのだ。最後には、これらの幻想的 形をした輝く雲 混沌と た闇、吊り下げられ 重なり合った広大無辺の世界 大き 口をあけ坩堝、擦り切 波打ち、引き裂かれた黒や紫の繻子の天空、喪に服した黒い空、または灼熱する溶けた金属のような艶やかな空、これらすべての深みと輝きは、あたかも美酒か阿片 魔力のように私の頭を陶然とさせ 。 なり奇妙なことだが、これらの流れるような、漂うような魔術を前 して、人間の不在
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を惜しむ気持はただの一度も私に起こらなかった。しかし、私の感じた喜びが充実したものだったとはいえ、誰に対しても、ブーダン氏に対しても、何か助言めいたものを引き出すことは控えよう。助言はあまりに危険なものであるだろう。ただ、彼には、 「人文学」 を念入りに修めたロベスピエールもいうように、人間は人間を見て喜ばぬものはないこと、そして彼が人気 得たいと望むなら、公衆が孤独に対して同じような情熱を抱く段階に達している どと考えない方がよいことを思い起こしてほしい。
14
一読して分かるように、ボードレールはブーダンのパステル習作を










態も、最も不安定で、最も捉えが いものに基づいて、つまり波と雲に基づいて、素早く、忠実に描きとめられたこれらの習作には、いずれも、必ず端の方に、日付と時刻と風向きとが書き込まれてある」という一文が見られる。こ 文章を読む 、 「最も不安定で、最も捉えがた もの」
[ce qu’il y a de plus inconstant, de plus insaisissale] が、モ






















ており、 『現代生活の画家』はこうした関心の集大成だったといえる。そし ボードレールがこの論考で、 「モデルニテ」という語を提起したのは、 主題やモチーフではなく、 「移ろいゆくも 、 消えやすいもの、偶然的なもの」そのものの表現を問おうとしたからに他ならな 。彼は同じ批評で、 「現在の表現を見て、私たちが味わ 歓びは、現在が身にまとうこと できる美から生まれるだけではなく、現在という、その本質的な特性にもよる
19と、やや回りくどい言い方をして、こ
の点を強調している。また 外界 事物が せる日々の変貌の中は急速な動きがあるから、芸術家も、それに応じた素早い腕前 なくてはかなわ い」
20と述べたのも、論点が、モチーフから表現のレベ

















ルは、日付と時刻と風向きとが書き込 れたブ ダン 習作を一点ずつ見てゆく中で、 絶え間なく変化する自然 向かい合う画家の姿勢に、「非我」に近づいてゆく観察者の精神を見出したのだと考えられる。
ボードレールがこれらの美術批評を執筆した時期は、彼が散文詩と
いう新しい詩の形式を模索し始めた時期 近接する。ボードレールが散文詩をまとめて発表したのは、一八六二年八月二六日号の『プレス』 に掲載された九点だった。同時に 「アルセーヌ
･
ウーセイに寄す」




23。 「運動」 「波動」 「飛躍」という語が示すように、絶



























































この文章から判断すると、 「薔薇色と黒の宝石」は衣装や頭部の色の組み合わせであるだけではなく、 むしろ彼女がもつ「華やかさと暗さ」を暗示している。フランス 当時 スペイン趣味が流行していた （例えば、一八四五年のメリメの小説『カルメン』は多く 読者を得る） 。マネの絵にもそうした傾向が見られ、その点にボードレール 共感を覚えていたことは、先に触れたマネ評にも窺われる。 「薔薇色と黒の宝石」 は、 スペイン女性 見出されたエキゾチックな官能性の典型だったのである。
ボードレールがマネの絵に寄せた四行詩。この短い詩の中に、二つ
の動きが交差する。 ひとつはローラが見せ ものであり （ 「きらめく」 ） 、もうひとつは都市の中に現れる（ 「出会 」 「揺れ迷う」 ） 。ボードレールは都市 魅力について、 「そこに結ばれる無数 関係の錯綜
29と
















現を促し、また筆触は見る者に動きを喚起する。ボードレールはさらに次のように述べている。 「芸術の中で色彩と呼ばれるも を完成する運命を担った子供がいる。彼は、二つの色調のぶつかり合いや、調和のとれた和合、及びそこから生まれ 歓びなど 通して 無限に多様な色彩結合の科学 学ぶ」
32（彼がここで二度にわたって、 「子供」
を喩えにしていることは注目されなければなら い） 。絵画 フォルムに対するボードレールの認識は、次の一文に集約される。 「正確にいえば、自然の中には線も色彩もない。線や色彩 創り出すのは人間である。それらは、 いずれも抽象的なものであり、 同じ根源から発し、等しく高貴なものであ 」
33。この文章には、フォルムの自律性につ




































マネの作品が提起したものを、 「画布はこ して、堅固 力強い一枚の絵画で覆われることになる」















ier dans la décrépitude de votre art]
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 ボードレールは手元にあった肖像画をマネに譲渡することを考えたようだが（マネに借りてい 金銭の代わりか） 、マネは辞退する旨を一八六五年九月一四日付の書簡で伝えている。
C
laude 
Pichois, éd., Lettres à Baudelaire,1973,p.236.
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[des faiseurs de 
chair]
に見られる「

































































図 2：	 エミール ･ドロワ
	 《ボードレールの肖像》













図 7：	 ウジェーヌ ･ブーダン
	 《青い空、白い雲》
	 1859 年頃





図 8：	 エドゥアール ･マネ
	 《ローラ ･ド ･ヴァランス》
	 1862 年
	 カンヴァス／油彩　123× 92cm
	 パリ／オルセー美術館
